
一
、
概
説

「
日
本
語
の
姿
を
正
し
く
知
り
た
い
」
と
い
う
一

般
の
方
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
日
本
語
の
文
法
を
た

の
し
ぐ
、
、
お
も
し
ろ
く
、
か
ん
で
ふ
く
め
る
よ
う
に

書
い
た
も
の
だ
と
著
者
は
言
う
。
そ
し
て
、
こ
の
本

に
、
著
者
は
、

⑩
文
法
の
分
析
の
し
か
た
の
ス
ジ
ミ
チ
を
示
す
こ

と
と
並
ん
で
、

②
そ
の
冊
に
、
日
本
語
の
い
ろ
い
ろ
の
性
格
や
、

特
色
が
つ
か
め
る
よ
う
に
、

③
あ
わ
せ
て
、
日
常
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
、

言
語
生
活
の
反
省
に
な
る
よ
う
に
、

と
い
う
ネ
ラ
イ
を
盛
っ
て
い
る
と
も
言
う
（
は
じ
め

に
）
・内

容
を
、
章
名
で
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
説
言
語
記
号
と
文
法

Ｉ
セ
ン
テ
ン
ス
と
い
》
う
Ｊ
も
の

書
評

芳
賀
綏
氏
の
「
日
本
文
法
教
室
」
を
読
む

敏

Ｉ
セ
ン
テ
ン
ス
の
組
象
立
て

Ⅲ
単
語
の
品
定
め

Ⅳ
構
文
の
種
々
相

索
引
・
品
詞
分
類
表

各
章
を
、
そ
れ
ぞ
れ
数
節
に
分
け
、
さ
ら
に
、
適

切
な
小
見
出
し
を
多
く
つ
け
て
い
る
鱈
そ
し
て
、
新

鮮
な
用
例
、
独
特
な
比
嶮
な
ど
を
用
い
、
時
に
は
、

余
談
・
脱
線
も
敢
え
て
辞
せ
ず
に
、
文
字
通
り
、
た

の
し
く
、
お
も
し
ろ
く
説
明
し
よ
う
と
工
夫
し
て
い

る
。

本
書
の
叙
述
は
、
そ
の
よ
う
に
平
易
で
、
親
し
桑

や
す
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
（
Ｉ
と
り
あ
げ

て
い
る
事
項
）
は
、
従
来
の
文
法
書
で
取
り
扱
っ
て

き
た
事
項
だ
け
で
は
な
い
。
従
来
の
多
く
の
文
法
書

で
説
い
て
き
た
事
項
（
橋
本
文
法
を
中
心
と
し
た
、
い

わ
ゆ
る
学
校
文
法
で
取
り
扱
っ
て
き
た
事
項
を
ふ
く

む
）
を
、
著
者
が
、
わ
か
り
や
す
く
、
説
明
し
な
お

し
た
部
分
の
外
に
、
著
者
自
身
の
考
え
に
よ
っ
て
、

長
、
田
久
男

隼

･

ま
ず
、
著
者
の
考
え
を
、
箇
条
害
に
ま
と
め
て
示

そ
う
。
ま
と
め
方
は
、
本
書
の
語
句
そ
の
ま
ま
の
も

の
も
あ
る
が
、
叙
述
を
要
約
し
た
も
の
も
あ
る
。
後

者
の
場
合
は
、
※
印
を
つ
け
て
区
別
す
る
。

①
わ
れ
わ
れ
の
コ
ト
ゞ
〈
に
は
、
客
体
的
表
現
（
デ

イ
ク
ト
ウ
ム
．
Ｄ
）
と
主
体
的
表
現
（
モ
ド
ウ
ス

．
Ｍ
）
と
が
あ
る
が
、
こ
の
両
者
の
合
体
す
る
と

改
め
、
あ
る
い
は
、
新
し
く
開
拓
し
た
部
分
が
多
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
書
評
で
は
、
そ
の
後
者
を
対
象
と

し
て
、
紹
介
と
意
見
と
を
述
べ
る
。
そ
の
た
め
、
後

者
、
す
な
わ
ち
、
著
者
自
身
の
考
え
に
よ
っ
て
改

め
、
あ
る
い
は
新
し
く
開
拓
し
た
部
分
を
本
書
の
論

述
の
順
序
に
従
わ
な
い
で
、
吹
の
三
つ
に
整
理
し
て

述
べ
る
。

①
セ
ン
テ
ン
ス
の
分
類

②
文
節
の
分
類

③
品
詞
分
類

右
の
中
に
は
、
著
者
の
既
発
表
の
論
文
と
、
そ
の

考
え
が
同
じ
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
既
発
表
の
論

文
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
本
書
の
組
織
に
適
合
す
る

よ
う
に
書
き
改
め
て
い
る
の
で
、
既
発
表
の
論
文
と

比
べ
て
も
典
味
深
い
。

二
、
セ
ン
テ
ン
ス
の
分
類
に
つ
い
て

6
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こ
ろ
に
セ
ン
テ
ン
ス
が
で
き
あ
が
る
。
す
な
わ

ち
、
「
客
観
的
表
現
（
Ｄ
）
に
、
主
体
的
表
現
（
Ｍ
）

が
加
え
ら
れ
、
Ｍ
に
よ
っ
て
し
め
く
く
ら
れ
て
い

る
」
と
い
う
一
ま
と
ま
り
が
セ
ン
テ
ン
ス
で
あ

る
。
た
だ
し
、
Ｄ
が
言
い
あ
ら
わ
さ
れ
ず
、
Ｍ
だ

け
の
場
合
も
あ
る
。
ｅ
・
ち
ゃ
ｇ
）

②
し
め
く
く
り
の
Ｍ
の
違
い
に
よ
っ
て
、
二
つ
に

分
け
る
。
す
な
わ
ち
、
述
定
の
モ
ド
ウ
ス
で
し
め
く

く
ら
れ
る
ほ
う
が
述
定
文
、
伝
達
の
モ
ド
ウ
ス
で

し
め
く
く
ら
れ
る
ほ
う
が
伝
達
文
で
あ
る
ｅ
・
引
）

※
③
文
節
は
、
セ
ン
テ
ン
ス
を
組
成
す
る
単
位
で

あ
る
と
し
て
ｅ
，
雪
）
文
節
が
セ
ン
テ
ン
ス
の
中
で

持
っ
て
い
る
役
割
や
関
係
に
着
目
し
、
セ
ン
テ
ン

ス
の
中
で
一
番
主
要
な
カ
ナ
メ
の
文
節
（
Ｉ
韮
幹

要
素
）
と
し
て
、
断
止
文
節
を
取
り
出
す
。
断
止
文

節
は
、
セ
ン
テ
ン
ス
全
体
の
統
率
者
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
カ
ナ
メ
の
文
節
を
分
類
す
る
こ
と
は
、
同
時

に
、
セ
ン
テ
ン
ス
そ
の
も
の
を
分
類
し
た
こ
と
に

も
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
断
止
文
節
を
、
叙
述
性

の
有
無
に
よ
っ
て
、
述
語
と
独
立
語
の
二
つ
に
分

け
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
下
位
分
類
す
る
ｅ
・
口
ら

Ｉ
〈
叙
述
体
〉
の
セ
ン
テ
ン
ス
ー
述
語
で
言

い
切
る
セ
ン
テ
ン
ス

側
完
全
叙
述
体
：
．
二
人
ば
若
い
・

書
評

、

㈲
不
完
全
叙
述
体
・
・
・
空
は
青
空
。

Ｉ
〈
非
叙
述
体
〉
の
セ
ン
テ
ン
ス
ー
独
立
語

で
言
い
切
る
セ
ン
テ
ン
ス
・

側
分
化
（
展
開
）
の
あ
る
も
の
：
真
知
子

さ
ん
！

⑥
無
分
化
（
無
展
開
）
の
も
の
・
・
・
オ
イ
！

※
⑲
最
後
に
、
②
と
③
に
述
べ
た
二
つ
の
分
類
を

組
み
合
わ
せ
て
、
前
記
の
よ
う
な
セ
ン
テ
ン
ス
の

分
類
表
を
得
る
。
ｅ
↑
旨
ｅ

以
上
に
つ
い
て
の
私
の
意
見
を
述
べ
る
。

’|M文 DM
勺

無分化 分 化

’非叙述体 叙述体

今
圭
辿

不完全

叙述
無叙述 完全叙述

夜
が
明
け
た
・

夜
が
明
け
た
だ
ろ
う
。

夜
が
明
け
た
か
。

で
は
出
発
し
よ
う
。

雨
の
音
！

雨
の
音
？

オ
ヤ
？

ア
ラ
ッ
ー
‐述 I

述

定
女

し
め
く
く
り
の
Ｍ

定
『 の

Ｍ
の
違
い
に
よ
る
分
類
と
、
断
止
文
節
の
違
い

に
よ
る
分
類
と
を
組
糸
合
わ
せ
て
、
セ
ン
テ
ン
ス

の
分
類
を
示
し
た
点
は
、
著
者
に
よ
る
新
し
い
開

拓
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
断
止
文
節
だ
け
が
セ
ン
テ

ン
ス
の
分
類
に
直
接
参
与
し
て
、
他
の
結
合
文
節

は
、
セ
ン
テ
ン
ス
づ
く
り
の
本
流
に
参
与
す
る
と

い
い
な
が
ら
ｅ
・
韻
）
セ
ン
テ
ン
ス
の
分
類
で
は
、

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
の
セ

ン
テ
ン
ス
の
分
類
で
は
、
た
と
え
ば
、
吹
の
も
の

は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
と
な
る
。

三
九

感
動

疑
い

断
定

推
量

疑
い

一
息
士
心

断
定

疑
い

（
モ
ド
ウ
ス
）

Ⅱ
伝

走
れ
！

動
く
な
！

オ
イ
ー
．

〈
イ
！

え
り
子
さ
ん
Ｉ

▲
翻
釧
『
、

子
さ
ん
！
↓
呼
び
か

１
１
日
■
■
Ｆ
ｈ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
ｄ
６
ｄ
ｄ
■
声
■
■
■
Ｉ
ｌ
Ｉ
９
０
１
ｈ
ｌ
ｌ

－
呼
び
か

一
応
答

伝
達
文 命

令
〃
〃 達

当
二

刀
亦
りﾙ十

雲節’
多文節・一文節両方のぱあ
いあり



い
ふ
る
。

㈲
雪
が
ふ
る
。

的
山
に
ふ
る
。

㈲
今
日
は
雪
が
ふ
る
。

㈹
今
日
も
雪
が
ふ
る
。

例
し
か
し
今
日
は
野
に
雪
が
ふ
る
。

③
Ｄ
虹
文
の
中
で
、
不
完
全
叙
述
体
の
述
定
文

（
雨
の
音
！
断
定
）
と
、
非
叙
述
体
の
伝
達
文
（
え

り
こ
さ
ん
！
呼
び
か
け
）
と
の
区
別
は
、
何
に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
文

節
の
分
類
で
言
う
な
ら
ば
、
不
完
全
叙
述
の
述
語

と
、
Ｄ
の
独
立
語
の
区
別
は
何
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
の
か
と
い
う
こ
↑
」
と
で
あ
る
合
・
旨
ら
不
完
全

叙
述
の
述
語
の
場
合
は
、
従
層
す
る
文
節
の
中
に

提
示
結
合
の
文
節
を
と
り
得
る
が
、
Ｄ
の
独
立
語

の
場
合
は
、
従
属
す
る
文
節
の
中
に
提
示
結
合
の

文
節
を
と
り
得
な
い
と
い
う
点
を
識
別
法
に
用
い

・
て
は
不
都
合
で
あ
ろ
う
か
。

③
な
お
、
セ
ン
テ
ン
ス
の
分
類
に
関
係
す
る
Ｍ
の

分
狐
表
令
・
臼
）
に
も
、
問
題
点
が
あ
る
。

本
書
で
は
、
〈
本
流
〉
〈
傍
流
〉
と
い
う
語
が
し

ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
品
詞
分
類
の
規
準
に
も
用
い

て
い
る
重
要
な
概
念
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
確

な
概
念
規
定
は
な
い
が
、
お
よ
そ
、
「
本
流
と
は
、

《
爾
謬
ｆ
衣
０
Ｆ
も
冬
一
や
‐
報
Ｐ

セ
ン
テ
ン
ス
の
中
味
、
語
ら
れ
る
内
容
そ
の
も

の
」
「
傍
流
と
は
、
４
』
ン
テ
ン
ス
の
中
味
、
語

ら
れ
る
内
容
そ
の
も
の
〃
に
関
係
し
な
い
も
の
」

ｅ
・
ｇ
や
忠
）
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
仮

に
、
本
流
、
傍
流
を
右
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、

六
一
。
ヘ
ー
ジ
の
よ
う
に
．
、
本
流
の
Ｍ
の
中
に
外
郭

の
班
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
不
都
合
で
あ
る

一
、
本
流
の
Ｍ
一
述
定
の
皿
…
噸
｛
正
憲
錐
三
厘
感
率
…

（
中
核
の
Ｍ
）
一
伝
達
の
Ｍ
・
”
・
硫
許
・
梨
．
呼
び
か
け
・

〃
誰
恥
鍛
錬
紗
）
一
趣
泡
唾
叫
・
や
獅
動
．
も
ち
か
け

文

節

④
断
・
止
女
節

「
修
飾
語
一
連
用
修
飾
語
一
峅
荊
諦
諦
皿
牽
糾
咋
姉
諏

④
結
合
文
節
一
一
曄
坤
蠅
蜘
》
》

一
並
立
語
一
連
体
並
立
語

③
確
崎
い
蝿
趾

「
完
全
叙
述
の
述
語

一
述
語
一
不
完
全
叙
述
の
述
語

一

一
独
立
語
一
皿
埜
鋤
御
癖

辞

一
遊
離
語

一
間
投
語

・
三
、
文
節
の
分
類
に
つ
い
て

著
者
の
見
解
で
は
、
セ
ン
テ
ン
ス
の
樅
造
の
説
明

は
、
文
節
の
分
類
と
深
く
関
連
す
る
。
こ
の
見
解
は
、

文
節
と
い
う
単
位
を
認
め
る
文
法
論
と
し
て
は
、
当

然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
で
は
、

そ
の
点
が
、
や
や
、
不
徹
底
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、

そ
の
点
の
解
明
に
、
一
歩
を
進
め
て
い
る
。
文
節
の

分
類
は
、
著
者
の
新
し
い
開
拓
で
あ
り
、
特
に
教
え

ら
れ
る
点
が
多
い
。

う
。
次
の
よ
う
に
改
め
て
は
、
不
都
合
で
あ
ろ
う

，
「
Ｊ叫
。
。

灸
等
‐
帝
よ
Ｆ
軍
↑
・
守

行
司
、
ノ

汀
哩
〆
‐
１

ー一

傍
流
で

働
く

女
節

本
流
で

働
く

文
節



Ⅱ
セ
ン
テ
ン
ス
の
組
承
立
て
、
Ⅳ
構
文
の
種
を
相

で
の
著
者
の
説
明
を
も
と
に
、
著
者
の
文
節
の
分
類

を
、
私
が
、
仮
に
表
に
ま
と
め
て
ゑ
た
。
前
頁
の
表

が
そ
れ
で
あ
る
。

文
節
は
、
セ
ン
テ
ン
ス
を
組
成
す
る
単
位
で
あ
る

と
し
て
、
文
節
が
セ
ン
テ
ン
ス
の
中
で
持
っ
て
い
る

役
割
や
関
係
を
、
一
貫
し
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
⑬
④
㈲
は
、
役
割
の
上
か
ら
の
区
別
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
⑬
は
、
「
関
係
を
つ
け
る
」
と
い

う
役
割
、
＠
は
、
「
関
係
を
た
ち
き
る
」
と
い
う
役

割
、
②
は
、
右
の
二
つ
の
ど
ち
ら
の
役
割
を
も
持
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

④
〔
結
合
文
節
の
下
位
分
類
〕

ま
ず
、
修
飾
語
と
並
立
語
に
区
別
す
る
。

「
文
節
Ａ
が
文
節
Ｂ
に
結
合
す
る
と
は
、
Ａ
が
Ｂ

に
従
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｂ
が
Ａ
を
統
率
す
る
こ

と
で
あ
る
」
と
い
う
ｅ
・
器
）
そ
こ
で
や

「
文
節
群
（
Ａ
＋
Ｂ
）
に
お
い
て
、
Ｂ
が
Ａ
を
統

、
、
、
、

率
し
、
同
時
に
（
Ａ
十
Ｂ
）
全
体
を
代
表
す
る
一
と

い
う
結
合
関
係
を
作
る
場
合
の
Ａ
を
〈
修
飾
語
〉
、

Ｂ
を
〈
被
修
飾
語
〉
と
呼
ぶ
、
亨
麗
や
程
）
ま
た
、

「
文
節
群
（
Ａ
＋
Ｂ
）
に
お
い
て
、
Ｂ
が
Ａ
を
統

、
、
、

率
し
、
し
か
も
、
Ｂ
が
（
Ａ
＋
Ｂ
）
全
体
を
代
表
し

、
、

な
い
」
と
い
う
結
合
関
係
を
作
る
場
合
の
Ａ
を
〈
並

書
評

呂
逼
彦
創
か
固
■
・
§
‘

立
語
〉
、
Ｂ
を
〈
被
並
立
語
〉
と
呼
ぶ
、
ｅ
・
ら
巴
・
・

こ
こ
で
、
〈
代
表
〉
と
い
う
概
念
は
重
要
で
、
修
飾

語
と
、
並
立
語
と
を
区
別
す
る
の
に
用
い
て
い
る
。

す
な
わ
ち
修
飾
語
と
並
立
語
の
違
い
は
、
結
合
し
た

結
果
生
じ
た
、
実
質
的
意
味
の
遠
い
に
関
係
す
る
と

い
』
う
。
（
｝
〕
め
い
）

連
用
結
合
（
ネ
ク
サ
ス
）
と
、
連
体
結
合
（
ジ
ャ

ン
ク
シ
三
ン
）
と
の
区
別
は
、
特
に
新
し
い
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
辿
川
結
合
を
、
展
開
と
し
、
連

体
結
合
を
凝
縮
と
す
る
説
明
と
（
葛
篭
）
、
並
立
側
係

に
も
、
連
川
結
合
と
連
体
結
合
を
認
め
て
位
置
づ
け

た
点
と
は
注
目
さ
れ
る
。

単
純
結
合
と
、
提
示
結
合
の
区
別
は
、
係
助
詞
の

文
法
的
機
能
に
着
Ⅱ
し
た
区
別
で
あ
る
。
従
来
の
研

究
で
つ
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
特
に
著
者
に
よ
る

新
し
い
つ
け
加
え
は
な
い
。

、
〔
断
止
文
節
の
下
位
分
類
〕

述
語
と
独
立
語
の
区
別
は
叙
述
性
の
有
無
に
よ

る
。
断
止
文
節
の
中
で
、
叙
述
性
の
あ
る
も
の
が
述

語
で
ｅ
，
ｇ
ｅ
、
叙
述
性
の
な
い
も
の
が
独
立
語
で

あ
る
ｇ
・
ロ
ｃ
・
叙
述
は
、
橋
本
博
士
の
そ
れ
と
同
じ

で
あ
る
。

〈
述
語
〉
を
、
完
全
叙
述
の
述
語
と
、
不
完
全
叙

述
の
述
語
に
下
位
区
分
す
る
。
不
完
全
叙
述
と
は
、

1

「
叙
述
作
用
が
な
い
の
で
は
な
い
が
、
形
が
と
と
の

わ
な
か
っ
た
」
・
と
い
う
。
〈
形
が
と
と
の
わ
な
い
〉

と
〈
省
略
が
あ
る
〉
と
は
、
同
じ
意
味
か
、
違
う
意

味
か
不
明
で
あ
る
。
〈
形
の
と
と
の
わ
な
い
ま
ま
の

も
の
〉
に
、
叙
述
性
を
認
め
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
体
言
に
叔
述
性
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
表
現

さ
れ
て
い
な
い
部
分
を
予
測
し
て
叙
述
性
を
認
め
よ

う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
０
記
号
の
叙
述
と
似
て
く

る
。
次
の
〈
Ｄ
の
独
立
語
〉
と
の
誠
別
如
何
と
い
う

問
題
に
派
生
す
る
。
こ
の
点
は
、
先
に
セ
ン
テ
ン
ス

の
分
類
の
頭
で
も
ふ
れ
た
。

〈
独
立
語
〉
は
、
〈
Ｄ
の
独
立
語
〉
と
〈
刑
の
独

立
語
〉
と
に
下
位
区
分
す
る
。
こ
の
識
別
法
は
明
確

で
あ
る
。
こ
の
区
別
と
位
置
づ
け
は
、
著
者
に
よ
る

開
拓
で
あ
ろ
う
。

⑤
〔
結
合
・
断
止
の
な
い
文
節
の
下
位
分
類
〕

〈
遊
離
語
〉
と
〈
間
投
語
〉
と
に
区
別
す
る
。

〈
遊
離
語
〉
は
、
デ
ィ
ク
ト
ウ
ム
（
Ｄ
）
で
、
〈
間

投
語
〉
は
、
モ
ド
ウ
ス
（
Ⅲ
）
で
あ
る
こ
と
が
区
別

の
き
め
手
で
あ
る
。
こ
の
区
別
と
位
置
づ
け
も
著
者

に
よ
る
開
拓
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
立
場
は
異
な
る
が
、

森
重
敏
氏
に
、
文
の
特
殊
成
分
論
の
領
域
と
し
て
、

応
答
語
、
感
動
語
、
呼
掛
語
、
挿
入
句
、
呼
掛
句
な

ど
の
考
察
が
あ
る
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。
（
日
本
文
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〈
遊
離
語
〉
の
中
の
①
列
挙
②
同
格
③
限
定
④
補

充
⑤
置
き
か
え
⑥
標
示
の
六
つ
の
区
別
は
、
そ
の
遊

離
語
が
、
他
の
部
分
と
の
間
に
実
質
的
意
味
の
上
で

関
係
す
る
と
き
の
関
係
の
し
か
た
に
よ
っ
て
分
け
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
〈
置
き
か
え
〉
と
、

〈
標
示
〉
と
に
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
〈
置
き
か
え
〉
は
、
〈
標
示
〉
の
一
種
で
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
以
上
の
、
著
者
の
文
節
の
分
類
に
は
、

著
者
に
よ
る
新
し
い
開
拓
の
部
分
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
結
果
か
ら
、
一
方
で
は
、
セ
ン
テ
ン
ス

の
樵
造
の
説
明
、
セ
ン
テ
ン
ス
の
分
類
へ
の
寄
与
を

期
待
し
、
他
方
で
は
、
品
詞
分
類
へ
の
寄
与
を
期
待

す
る
こ
と
が
で
き
る
・
し
か
し
、
セ
ン
テ
ン
ス
の
分

類
へ
の
寄
与
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
不
充
分
で
あ

る
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
文
節
の
分
類
と
、
セ
ン
テ

ン
ス
の
分
類
と
は
別
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
著
者
の
場
合
は
、
本
書
の
論

述
か
ら
ゑ
て
、
文
節
の
分
類
と
、
セ
ン
テ
ン
ス
の
構

造
の
説
明
・
セ
ン
テ
ン
ス
の
分
類
と
を
、
深
く
関
連

さ
せ
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

四
、
品
詞
分
類
に
つ
い
て

津
ｖ
１
ｒ
↓
陽
３
１
蕊
Ｉ
１
６
６

次
に
、
著
者
の
品
詞
分
類
を
紹
介
す
る
順
序
で
あ

る
。
与
え
ら
れ
た
紙
数
を
越
え
る
の
で
遺
憾
な
が
ら

そ
れ
が
で
き
な
い
・
次
の
こ
と
だ
け
を
つ
け
加
え
る
。

仰
文
節
の
分
類
の
考
え
方
が
品
詞
分
類
に
及
ん
で

い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
自
立
語
・
付
属
語
の
次
の
、

下
位
分
類
の
規
準
は
、
「
本
流
」
「
傍
流
」
を
用

い
て
い
る
。
ま
た
、
「
本
流
」
「
傍
流
」
の
次
の
、

下
位
分
類
の
規
準
に
は
、
「
結
合
力
」
「
断
止
力
」

を
用
い
て
い
る
。

②
従
来
の
品
詞
分
類
と
は
、
異
な
る
結
果
が
で
て

い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
形
容
動
詞
・
接
続
詞
と
い

う
名
称
が
な
い
・
形
容
動
詞
は
、
形
容
詞
の
中
に
、

包
含
し
、
「
イ
型
」
と
。
「
ダ
型
」
と
活
用
系
列
の

述
う
も
の
と
し
て
い
る
。
接
続
祠
は
、
解
消
し
て
、

、
一
部
は
、
副
詞
へ
入
れ
て
、
承
前
副
詞
と
し
、

他
は
、
連
体
詞
へ
く
り
入
れ
て
、
並
立
連
体
詞
と

し
て
い
る
。

側
分
類
表
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
が
、
用
言
の

祈
用
・
助
動
詞
の
活
用
に
新
し
い
見
解
を
示
し
て

い
る
こ
と
・
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本
会
へ
の
入
会
申
込
・
会
費
の
払
込
は
す
べ
一

て
左
記
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
入
会
金
五
拾
円

会
費
一
年
四
百
円
（
四
回
分
納
も
可
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